
製造業向け生産計画ガイド

統合された俊敏なプランニングによる
回復力構築と効率性向上



製造メーカーの目標はすべて、コストとスピードです。つまり、
製造工場を効率化し、投資利益 (ROI) を向上させ、労
働資源や機械の計画を最適化して、注文や物流のタイミン
グを管理することです。これにより、不測の変化に迅速に対
応し、理想的な保守期間を決定し、リアルタイムで在庫を管
理する能力が向上します。

効率の最大化とコストの最小化が追及される中、以下のよう
な課題に OEM 企業は直面しています。

• 製品の多様化と、カスタマイズ製品への需要増
• サプライチェーンの複雑化
• 変更発生時に組み立てラインへのリソースの迅速な
再配置

• グローバルなコンポーネント戦略で納期の長期化
• ジャストインタイムやジャストインシーケンス方式の生
産により、供給遮断時の欠品の危険性

• スムーズで一貫した発注計画の実現

これらの課題に対処して効率とコストの目標を達成するため
に、メーカーは、社内で利用可能なデータをやり取りできるス
マートなソリューションで生産計画をデジタル化する必要があ
ります。Advanced Planning & Scheduling (APS) ソ
リューションは、OEM の生産プロセスを劇的に向上させるもの
として定評があります。

Advanced Planning & 
Scheduling (APS) とは

Advanced Planning & Scheduling (APS) 機能は、
長期、中期、短期の注文を内部のキャパシティや制約と
合わせて考慮します。さらに、限られたリソースも考慮して、
労働力、リソースキャパシティ、工場の拡張に関するインテ
リジェントな意思決定をサポートします。APS ソリューショ
ンは、サプライチェーンの計画結果をサプライチェーン実行
タスクと直接リンクします。デジタル APS ソリューションによ
り、計画領域のデータを実行領域に完全に転送させるこ
とができ、逆方向も可能です。

1. はじめに



製造業においては、注文から生産までの計画は基本的なプロセ
スです。数カ月にわたる中期計画と、それに続く個々の生産ロッ
トへの短期計画によって、使用可能なリソースとキャパシティの予
測を改善し、企業は可能な限り最高の稼働率を達成します。
シーケンシングを使用して生産オーダーをロットにグループ化して、
生産性と優先順位に応じて配列します。このプロセスは「パール
チェーン (数珠つなぎ)」とも呼ばれます。

自動車産業には、多様な工程 (塗装、組み立て、最終組み立
てなど) で膨大な数の生産手順が存在します。狙いは、生産性
の低い洗浄作業や段取り時間を短縮して、生産性と歩留まりを
向上することです。

生産作業のシーケンシングにおいて、グループ化に加えて、適切
なバッチサイズの選択も必須要素です。すべての一般的制約に
従いながら、1週間にいくつのラインで何個の製品を生産できます
か？すべてのリソースと部品は利用できますか？

無駄を解消するリーン製造を適用する場合、在庫を削減するた
めに、少量を発生時間順に生産します。反対に、生産性の目
標を達成するには、長期間の生産を選択したくなります。

どちらの手法も一長一短です。短期の生産実行では段取り時
間が長くなり、生産性が下がります。一方で、長期の生産実行
では、納期が長期化して過剰な在庫投資が生じます。

ベストプラクティスはロットサイズに対して需要ベースのルールを設
定し、需要と供給の変化に基づいて生産シーケンスのシミュレー
ションと最適化を行うことです。販売と経営計画 (S&OP) プロセ
スで主要業績評価指標 (KPI) との綿密な調整が重要になり、
生産をはるかに効果的にできます。デジタル APS ソリューション
ではこのプロセスを自動化して、データ科学と人工知能 (AI) 対
応のアルゴリズムにより、生産スケジュールを S&OP と直接接続
します。

2. APS の重要性

パールチェーンとは

パールチェーン製造原則では、生産計画で安定した注
文順序を作成します。最終製品の生産に必要な、明
確で事前に定義された作業の連鎖です。パールチェー
ンのロジックは、完成車と関連コンポーネント (シャシー、
キャビン、車軸、エンジンなど) の両方の生産順序をマッ
ピングします。課題は、注文には複数の構成が考えら
れる一方で、生産工程内には無数の制約が存在して
いるので、これらのバランスをとることです。



3. APS によって企業が生産の自動化、最適化、および
バランスを可能にする方法

現在のビジネス環境は絶えず変化を続けており、こうした変化は
ますます頻度を高めています。高度なデジタルソリューションによっ
て実現するシミュレーションと最適化は、状況の変化に対応する
方法を決定する際の有効な根拠を提供できます。S&OP、需
要計画、供給計画ツールによってデータのデジタル化と統合を行
うことで、メーカーは意思決定の速度と精度を向上できます。これ
によって、新たに生じる変化で事前対処的に迅速な対応ができ
ます。

生産計画データを S&OP ソリューションに接続することで、メー
カーは今後の計画で財務成果も予測できます。すべてのプラント
の生産キャパシティは今後5年間の販売計画とバランスがとれま
すか？このバランス (またはバランスを欠いていること) は販売およ
び実行 (S&OE) 計画にどのような影響をもたらしますか？

生産計画を次のレベルへ
キャパシティと注文のバランスを適切にとりながら、最大限の効率
化とコストの最小化を実現するのは野心的です。トップメーカーと
その計画チームは、以下のための新しいソリューションと関連ベス
トプラクティスを求めています。

• 中核的な製造実行システム (MES) の枠を超え、継続
して効率性、品質、およびコストを改善する

• さまざまな製造領域からのデータを活用し、意思決定の
質と精度を向上させる

• 柔軟性を向上して、優先度の高い緊急注文に対応する

変動や変更の頻度が高い場合、デジタルソリューションによって
メーカーは1日に何度もシーケンシングのシナリオを実行し、最適
な生産計画を確保できます。

しかし、再スケジューリングには多大な労力が必要なため、計画
プロセスの実行に厳密な時間枠を設けている企業は存在します。
つまり、生産キャパシティに余裕があったとしても、利益率の高い
緊急注文を逸失することを意味します。最適化アルゴリズムを使
用するシーケンシングソリューションは、プランニングを大幅に簡素
化し、柔軟で高速の再スケジューリングを可能にします。最適な
シーケンシングによって、生産のリードタイムを半減でき、仕掛品
在庫を最小限に抑制できます。デジタル APS ソリューションに
よって適切な注文が確実に処理され、収益や利幅だけでなく、
最終的には顧客体験にも好影響が及びます。

APS ソリューションによって、メーカーは販売と生産の間を積極的
に仲介できます。今月 (または今週) は何を生産する必要があ
り、いくつの部品を使用するのか？

インテリジェントな APS ソフトウェアは、使用可能なリソースの概
要だけでなく、既存の顧客注文や保留中の顧客注文の概要も
提供することで、需要と生産能力を効果的かつ動的に互いに
マッチングできる生産環境の構築を支援します。これによって、混
乱の影響が減少し、廃棄物と緩衝在庫の削減という形でコスト
が低下します。計画プロセスを計画担当者のスプレッドシートや
ノートブックから解放することで、メーカーは最適な生産スケジュー
リングに近づくことができ、スマート工場への道が開けます。

Blue Yonder で支援できること

Blue Yonder は、自動車メーカーがほぼ不可能と思
われていたことを実現するお手伝いをします。柔軟かつ
収益性の高い生産を膨大な規模で行うことです。これ
らのソリューションは、計画と実行のワークフローを自動
化してデジタル化し、透明性を高めて動的にします。
説明可能な AI によって、計画担当者は、多様な視
野とパラメータに基づいてさまざまな計画の効果を予測
して可視化できます。数秒のうちに、最適化エンジンが
膨大な量のデータを取り込み、分析を実行し、トレー
ドオフを検討して、最適な生産スケジュールを提供しま
す。しかも、そのスケジュールは状況の変化に応じて簡
単に変更することができます。



1. リアルタイム機能

APS ソリューションの最も強力な機能の1つは、リアルタイムのプラ
ンニングとデータの可視化です。なぜなら、これが最新のAPS ソ
リューションで生産計画担当者に提供できる他の全ての利点の
基礎となるからです。リアルタイムのプランニングにより、メーカーは
サプライチェーン内ですべての部門が最新の情報を入手し、それ
に応じて運用できます。たとえ生産順序が完全に最適化されて
も、計画担当者が何時間も新しい注文に気付かないと、分断さ
れている販売チームが生産を遅らせてしまう可能性があります。そ
の結果、効率的な生産実行に威力を発揮する機械が、販売
注文が生産計画に追い付くまで稼働しないことになります。この
不整合はサプライチェーンのオペレーション効率を大幅に低下させ、
収益に悪影響を及ぼす可能性があります。幸いにも、リアルタイ
ム機能を備えた APS は、大規模 IT インフラストラクチャ内のさ
まざまな部門とアプリケーションにわたるデータを接続することで整
合性を確保し、正しい意思決定を下すために必要な可視性を
すべての関係者に提供します。

リアルタイムデータへのアクセスによって、企業はコストがかさむアイ
ドル時間や想定外の部品不足などの混乱が、確実に防止され
ます。バリューチェーンの各タッチポイントがすべての関連タッチポイ
ントから参照できるため、すべての部門とオペレーションが互いに
同期して、オペレーションがまとまりを持って効率的に実行されま
す。

2. スマートなスロッティングとシーケンシング

スピードは効率的な生産ラインにとって必須要素です。時間とリ
ソースを自由に利用するため、メーカーはリアルタイム情報をでき
る限り迅速に入手する必要があります。情報入手後、すぐに完
成したシーケンスとスケジュールに変換する必要があります。そうで
なければ、リアルタイム機能がない場合と同じダウンタイムや非効
率性のリスクに OEM 企業は直面します。

こうしたリスクを軽減するため、メーカーはインテリジェントなワークフ
ローを提供する APS ソリューションを採用する必要があります。こ
のワークフローは、特定のシナリオに基づく迅速かつ最適な対応
計画のために、高度なアルゴリズムによって決定されます。この分
野では、説明可能な AI の価値が特に高くなります。状況が変
化すると、APS 内のオーダースロッティングとスケジューリングのモ
ジュールが中期の計画を自動的に調整し、タイムリーかつコスト
効果の高い方法で需要を満たす最適なスケジュールを探します。
これによりオペレーション効率が大幅に向上し、リーン生産方式と
柔軟性が結び付きます。

短期のプランニングでは、メーカーが APS のシーケンシング機能
を使用して生産オーダーで週次と日次のシーケンスを作成し、生
産の安定性を保証します。

トヨタの生産システムのような一貫したパールチェーン環境を実装
するには、インテリジェントなシーケンシングが基本的な前提条件
となります。こうした環境では効率性の最適化に重点が置かれま
す。Blue Yonder のシーケンシングソリューションは、安定した
オーダーシーケンスの利点を適応力のある APS ソリューションの
利点と結合しています。サプライチェーンに混乱が生じた場合、
OEM 企業が再シーケンスを行い、生産環境内のすべての関連
チームに新しい計画を提供できます。

スマートなスロッティングの重要性：事例紹介

オーダースロッティングソリューション (旧称は、flexis オーダースロッティングとスケジューリング) が、ドイツの有名スポーツカーメーカー
で実装されました。スマートなオンラインスロッティングを介して、注文を計画策定できます。また、注文が予約されると、システムは事
前定義された制約を制御しながら、材料の可用性をチェックします。そして、最適な時間枠に注文が割り当てられます。大型注文
が突然入った場合、ソリューションにより小規模の注文が自動的にシフトして、大型注文に可能な限り最適な時間枠を計画します。
次のステップは、インテリジェントなシーケンシングソリューションを使用した正確なシーケンシングです。修理、塗装、最終組み立ての
プランニングネットワークにおいて、注文を処理するための理想的シーケンスが特定されます。各ステップはオンラインで行われるので、
どの部門も最新の生産計画にアクセスできます。

4. APS ソリューションの必須機能

当然ながら、すべての高度な生産管理ソリューションが同じように作られているわけではありません。オペレーションコストや効率化の成果を
最大化するだけでなく、すべての生産投資利益も最大化するには、メーカーは以下に示す9つの機能を備えたデジタル APS ソリューション
を特定して実装する必要があります。



3. モジュール式の実装

流動的な需要や市況の変化にサプライチェーンが対応するには、
柔軟性が不可欠です。メーカーは資本投入額をできるだけ低く
保つ必要がありますが、受容不能なレベルまでリスクが増大する
ことを防ぐ必要もあります。

デジタル APS ソリューションによりビジネスとして理にかなっていま
すが、 Blue Yonder では、お客様が必要なソフトウェア機能に
対してのみ料金を支払い、将来的な機能拡張も可能であるべ
きと考えています。最適ではないサプライチェーン計画は、旧式の
エンタープライズリソース計画 (ERP) ソリューションに比べればリス
クが低いように見えますが、財務成果とサービス成果の重要なバ
ランスが個別に制御されます。Blue Yonder のモジュール手法
では、企業は最小限の投資で高度な APS 機能を実装し、リス
クを最小化できます。Blue Yonder のお客様は、投資利益が
見え始めたら、デジタル生産計画機能を段階的に拡張できます。
Blue Yonder のソリューションは、顧客のニーズが変化し進化し
ているときも、十分に対応する柔軟性を備えています。

肝心なのは、モジュール式の展開と実装をサポートする APS ソ
リューションを見つけることです。クラウドベースの APS ソリューショ
ンによって、企業はコンピューティングキャパシティを動的な方法で
管理できます。Blue Yonder の APS ソリューションは他のシス
テムと容易に統合するよう設計されており、正確な仕様がどのよう
なものであれ、メーカーはITインフラがそれをサポートしないために、
生産ネットワークの調整や予測ワークフローを変更できない状況
を避けたいと考えています。

4. 製造現場の監視

製造現場の監視は、リアルタイム APS 機能をさらに一歩進めた
ものです。継続的に生産フローのバランスをとり平滑化するために
不可欠な要素は、製造現場のオペレーションの現状を把握する
ことです。つまり、生産ライン全体に配備されたモノのインターネッ
ト (IoT) デバイスから出力されるアラートを、デジタル計画プラッ
トフォームで直接取得することです。これらのアラートで、予期

せぬ事態が発生したときに瞬時に再プランニングできます。こうし
たアラートは、スループットの向上と混乱の軽減のために必要な
可視性と処理速度を得るために不可欠です。Blue Yonder の
ソリューションでは、単純で軽量なメッセージングプロトコル向けの
Message Queuing Telemetry Transport (MQTT) を
介した IoT アーキテクチャからのデータを使用して、事前対処的
に再スケジューリングできます。収集データは、企業がスロッティン
グとスケジューリングのニーズを深く理解するために活用できます。

製造現場からのリアルタイム情報のもう1つのソースは、Radio
Frequency Identification Devices (RFID) です。Blue
Yonder のソリューションは、ロボット、工具、グリッパー、ワーク
ピースに関する RFID からのデータを評価して、インテリジェントな
生産を実現できます。たとえば、重量、メンテナンス時間、運転
時間、エラーに関するデータをメーカーのクラウドに送信し、Blue
Yonder ソリューションによって評価できます。さらに、ソリューショ
ンが生産オーダーをインテリジェントに順序付けする際、これらの
要因を考慮できます。

5. 連携

メーカーが自社の生産ライン用に安定したパールチェーンを計画
しても、他のデバイスやシステムから収集した情報を統合する必
要が生じます。どの APS シーケンシングソリューションにとっても重
要な点は、オーダースケジューリングの中継地点を解決することだ
けでなく、他のシステム (ERP や MES など) への移行中に発生
する「エッジ」を解決することです。ソフトウェアシステムには、他の
システムと情報を交換するためのオープンなインタフェースが必要
です。

たとえば、Blue Yonder はシーケンシングソリューションを多次元
の監視ソリューションと結合し、サプライチェーン全体で高い透明
性を確保できます。結局、部品の可用性をリアルタイムで把握す
ることが、生産では非常に重要です。それによって初めて、計画さ
れたパールチェーンが機能し、生産の安定と効率性の向上が促
されます。



6. データの精度

正確な意思決定の基礎をなすのは、完全かつ正確なデータです。
AI を活用したソフトウェアエンジンでデータ品質の向上を支援で
き、自動で完了します。多くのアナリストが推奨する共有データ
ソースを、IT インフラストラクチャですべてのアプリとシステムが使
用できます。それができない場合に重要な点は、オープンなインタ
フェースを備えた新しいソリューションが他のアプリケーションから
データにアクセスして安全かつ正確に処理できることです。

特に、メーカーが大容量のデータをテクノロジーのインフラストラク
チャから新しいソフトウェア環境にインポートしている場合に不可
欠な点は、計算精度です。これによって、データはエラーがなく、
冗長にならず、最新になります。Blue Yonder は、最も多様な
値をチェックする独自の検証ツールを開発しました。Blue
Yonder のデータ定義言語 (DDL) フレームワークでは、実際
のデータと DDL 記述との差異を識別するデータ検証エンジンを
サポートしています。これにより、欠落データ、重複したデータや列、
不正値、および制約エラーを特定して報告できます。DDL フ
レームワークの条件が明確に指定されていれば、ユーザー指定に
従ってツールでデータをクレンジング処理できます。

7. 例外ベースのプランニング

不安定さを増す市場やサプライチェーンで数多くの混乱にメー
カーは直面しているため、多くが例外ベースのプランニングに移行
しようとしています。Blue Yonder の APS ソリューションは他の
システムから例外情報を統合して分類し、関連性をチェックしま
す。APS ソリューションは事前設定ルールに基づいて情報を分析
して、配送障害、マシンのダウンタイム、またはその他の生産計画
関連イベントが発生したら、アラートを発行します。What-if シナ
リオを作成して、効果的な新規生産計画もスケジュールできます。

8. クリーンなユーザーエクスペリエンス

消費者が独自のデバイスを使用する時間が増えるにつれ、クリー
ンで直感的なユーザーエクスペリエンス (UX) が APS ソリュー
ションにとって不可欠な要素になります。プランニングのソリューショ
ンで特定の提案を行っている理由を計画担当者が理解できれ
ば、大きな価値が生まれます。適切な UX によって、ソフトウェア
の基盤となる決定プロセスに計画担当者は容易にアクセスして
理解します。これによりソリューションの成果と戦略的価値が最大
化されます。

特定の APS ソリューションでユーザーの障壁や複雑さを効果的
に軽減できるほど、ユーザーはツールから便益を効果的に享受で
きます。言い換えれば、クリーンな UX は APS の利点を最大化
する最高の方法です。強力で高度なテクノロジーに投資しながら、
新しいデジタルソリューションが使いにくいために、計画担当者が
Excel スプレッドシートを使用している状況など誰も望みません。
クラス最高の APS は、作業が容易になると思われるユーザーの
ニーズに合わせて設計されます。包括的で使いやすい APS ソ
リューションによって、計画担当者は最適化プランニングを最大限
活用します。

9. End-to-Endのプラットフォーム

クラス最高の APS でサポートされるEnd-to-Endの機能は、数
量計画、機能混在計画、注文生成の予測、部品要件計画、
オーダースロッティングとシーケンシング、注文仕様生産、輸配送
能力計画、および物流フルフィルメントまでの範囲の機能です。
Blue Yonder により、容易でコスト効果の高い方法で、多様
なすべての計画プロセスを OEM 企業は1つの統合プラットフォー
ム上で最適化します。これにより、俊敏性の向上、遅延の最短
化、総所有コスト (TCO) の削減、および価値創出時間の短
縮が支援されます。さらに、前述したように、Blue Yonder プ
ラットフォームでは構成可能なクラウドベース作業ができるので、
メーカーは必要とする新しいデジタル機能を少しずつ段階的に追
加できます。

APS におけるデータの重要な役割

最も高度な APS システムでも単独では、計画の分断化
を解消できませんし、サプライチェーンですべての混乱を軽
減できません。生産計画は、大量の生産データや配送
データの可用性だけでなく、装置機能の考慮事項、原材
料の可用性、計画保守要件などの制約条件によっても
左右されます。企業全体からほぼリアルタイムのデータにア
クセスできなければ、情報ギャップの危険が生じ、次善の
計画へと導かれる可能性があります。適切に統合された
APS 生産計画ソリューションでも、メーカーにはデータの収
集や適用に関して新しいパラダイムが必要です。Blue
Yonder の AI を活用したデータモデルと、データ管理先
進企業の Snowflake との連携により、リアルタイム関連
データにアクセスする準備が整います。



現在の生産計画では多くの複雑さや影響要因が関与しているこ
とを考慮すると、コスト、効率性、処理速度、サービス、持続可
能性などの目標に向けた生産スケジューリングの最適化は不可
能のように思われます。

幸いなことに、Blue Yonder で用意しているソリューションは数
種類あり実績もあり、前述の目標以上を実現するように設計さ
れています。自動車業界と製造業界で実証済みの旧称が
flexis というソリューションも含まれます。Blue Yonder のソ
リューションは、リアルタイム接続、可視化、統合、高度なインテリ
ジェンスの適用により、無駄のない変革を促して柔軟性を向上さ
せるように開発されています。回復力が高くて混乱の影響を受け
にくい俊敏なプロセス、システム、および構造をお客様が構築でき
るよう Blue Yonder は支援します。その結果、新しい課題への
動的手法と包括的サプライチェーン可視性がもたらされて、メー
カーは自社のコストを適切に把握して管理できます。

OEM 企業は、個別のミッションを追求する最良の方法を見つけ
て、中核業務対応力を発展させ、コストの最適化を継続的に
実行し、最終的には競争力を強化する必要があります。Blue
Yonder がご支援するのはまさにこの部分です。柔軟なモジュー
ル方式で連携するソリューションによって、メーカーが組織の業務
状況を適切に把握するために必要なサポートを提供します。
メーカーは、スマートで柔軟性に富んで効率性の高いオペレー
ションに向けて新しいレベルの透明性を活用できます。言うまで
もなく、コストは大幅に削減され、サービスのレベルも向上します。

5. Blue Yonder による
柔軟なサプライチェーン変革の
サポート
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参考情報：

1. 今日の自動車産業と製造業の課題に Blue 
Yonder が対応する方法

2. 最適な生産計画とスケジューリングを単一の工場
や複数の工場向けに策定する

3. 自動車産業と製造業においてサプライチェーンの回
復力と俊敏性で成功を推進

Blue Yonder のソリューションに関する詳細はこちら

Blue Yonder の専門家に相談する

https://blueyonder.com/resources/icon-2024-blue-yonder-live-how-blue-yonder-and-flexis-are-joining-forces
https://ja.blueyonder.com/resources/icon-2024-blue-yonder-live-how-blue-yonder-and-flexis-are-joining-forces
https://ja.blueyonder.com/resources/icon-2024-blue-yonder-live-how-blue-yonder-and-flexis-are-joining-forces
https://ja.blueyonder.com/solutions/supply-chain-planning/production-planning
https://ja.blueyonder.com/solutions/supply-chain-planning/production-planning
https://ja.blueyonder.com/industries/automotive
https://ja.blueyonder.com/industries/industrial-manufacturing
https://ja.blueyonder.com/contact-us
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